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 自動車の電動化に伴い軽量化と高周波ノイズの効率的な対策要求が益々

高くなると考えられる。自動車用防音材の軽量化と防音性能を高次元で両

立するには，自動車の開発初期段階における防音材の高精度な基本設計が

ポイントとなる．これを実現するには防音材の音響特性シミュレーション

手法について示しその有用性を検討した . 
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１．はじめに 

世界中で温室効果ガスの排出を削減する取

り組みが行われている．そのため我が国では 

国内販売車の電動化について「2035 年まで

に新車販売で電動車 100％を実現する」と表

明した (1)．電気自動車はモーターやイン

バーターなどの装置から人間の耳に不快な高

周波音が発生することが報告されている

(2)(3).騒音の車室内への侵入経路であるウ

インドシールドガラスやフロアカーペット，

ダッシュインシュレータの遮音と吸音性能向

上は益々重要になる.そのため開発初期段階

の音響特性予測と最適設計は欠かすことがで

きない.ここでは波動理論，Biot 理論を用い

た音響特性シミュレーション手法と遺伝的ア

リゴリズムによる最適化手法を組合せて求め

た雰囲気温度毎の遮音ガラスと防音材仕様の

基本設計検討結果の実例と，その価値につい

て示す.
２．解析方法 

  遮音ガラス中間膜特性と防音材仕様の最

適設計を可能とする波動理論，Biot 理論を

用いた音響特性シミュレーション手法と遺伝

的アリゴリズムによる最適化手法. 

３．解析結果 

Fig.1 より.遮音ガラスの中間膜特性と防

音材の繊維特性（繊維径，嵩密度）の最適値

が温度によって変化することがわかる. 

Fig.1 遮音ガラス中間膜特性（右）と防音味性特性（左）の最適値  

４．まとめ 

本論で示す手法により,繊維系防音材の繊維

特性と遮音ガラスの中間膜特性の各雰囲気温

度に対する最適設計が可能となった. 
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